
　本会の出版する二つの論文誌（J. Chem. Eng. Jpn.（JCEJ），化学

工学論文集）は，その長い歴史の中で編集および出版のプロ
セスが変わり続けています。原稿の投稿と審査はご承知の
ようにScholarOne ManuscriptsTM上で進められています。電
子化された投稿と審査システムの運用開始以降，システム
の様々な改良や新機能の付与なども進められており，投稿
および審査システムの電子化はほぼ完了したと言ってもい
い段階に来ております。もちろん，今後も細かな改良を加
えつつ，さらに良好なシステムへと変遷を遂げていくこと
でしょう。電子化という大きな変革にご尽力された歴代の
編集委員会および事務局の皆様に敬意を表する次第です。
また，論文審査にはエディタの方々ならびに査読者には大
変な責務を担って頂いております。ここに篤く感謝いたし
ます。
　さて，英語論文誌JCEJは，事務局の様々な広報活動の
甲斐もあって，今では年間投稿数が400近くあり（2017年の

投稿数：389），その7割ほど（286）が海外からの投稿という状
況で，国際的ジャーナルとしての位置付けを次第に確たる
ものにしてきておりますが，将来に向けて，国際的なステー
タスをさらに向上させていきたいものと考えております。
そのための方策の一つが，JCEJの Impact Factor（IF）の向上
です。
　IFに関しては，その解釈に様々な考え方や意見はあるも
のの，学術誌の購入の一指標として活用されているのは事
実です。IFは，その学術雑誌がどれだけよく読まれている
かを示す指標の一つでもあり，同じ代金なら多くの人に読
んでもらえる学術誌を図書館は購入するでしょう。似たよ
うなレベルの学術誌なら IFの高い方に投稿するという同
業者も多いようです。JCEJの IFに関して言えば，ここ10

年の間，0.442（2010）から0.644（2014）と微増減を繰り返しつ
つほぼ横ばい状態が続いています。2017年は0.635と2016

年の0.629から微増しました。IF値向上に関しては，歴代
の編集委員会で議論を重ね，様々な対策を講じてきまし
た。そうした中で，昨年の芝浦工大での第82年会の折り，
National Taiwan Universityの王大銘（Da-Ming Wang）教授と会
食する機会があり，台湾の化学工学会の雑誌についていろ
いろとお話を伺うことができました。台湾には，J. Taiwan 

Inst. Chem. Eng.がありますが，この雑誌の IFは2010年時
点では0.573と JCEJと同程度の数値でした。それが2011

年には2.11まで跳ね上がります。きっかけは，当時非常に
ホットな分野のレビュー論文が投稿されたことだったそう
です。以来，正のスパイラルとでも言うべき状況で高い IF

値を維持し続けているとのことでした。ちなみに，近隣お
よび欧米の主要な化学工学関連の学術誌について調べてみ
れば，アメリカ（AIChE J.）は2.96（2015），カナダ（Can. J. Chem. 

Eng.）は 1.15（2015），イギリス（Chem. Eng. Res. Des.）は 2.81

（2015），中国（Chin. J. Chem. Eng.）は1.25（2015），韓国（Korean J. 

Chem. Eng.）は2.007（2017），台湾（J. Taiwan Inst. Chem. Eng.）は3.849

（2017）となっています。しかしながら，ここ10年ほどの各
雑誌の IFの推移を観れば，現在のJCEJと同じような数値
から現在の数値まで上昇している雑誌も多く，やはりある
程度戦略的に IFの向上を図ってきた結果の現在の数値と
考えられます。
　IFを向上させるための対策としては，いくつか考えられ
ますが，編集委員会としては，引用件数を稼いでくれそう
なレビュー論文を増やすことにいたしました。エディタの
先生数名にお願いして編集委員会内に IF向上ワーキング
グループを設置しました。具体的な活動としては，その時
点でホットな分野を選び，その著名な研究者にレビュー論
文の執筆を依頼するというものです。これは，一種の
Editor's Choice に類似する論文になるのではないかと考え
ております。
　JCEJの現状と，国際的な競争力を備えた学術雑誌とし
てのステータスを向上させるための取り組みについて紹介
させて頂きました。論文誌編集委員会では，二つの論文誌
を良いものにするべく，様々な取り組みを今後も続けてい
くつもりです。会員の皆様におかれましても，論文誌の変
化の方向性に関するご意見を賜りますようにお願い申し上
げます。
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